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女子学生の排便およびその日間変動　第1報

排便量と食事や生活習慣などの実態
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目的　わが国では近年大腸がんが増加している。大腸がんと便秘には関連があるといわれている

が，排便について基本的な報告は少ない。本研究では，排便に関する基礎資料を得るため，

女子学生を対象として，連続30日間における1日の便量，回数，排便状況および便量の日間

変動を調べた。また排便への影響が考えられる栄養摂取量，歩数を記録し，便量との関連を

検討した。

方法　調査は1996年5月と10月の連続した30日間に実施した。対象は21～22歳の運動習慣のない

健常女子学生（BMI 17～18）4人である。便は排便毎に計量し，1日の排便回数，胃腸症

状，残便感，腹部膨満感などを記録した。また，便量を自己相関係数に変換し，コレログラ

ムで日間変動を検討した。調査時の食事は自由摂取とし，摂取食品を生重量として記録し，

栄養評価を行った。

結果　対象者の平均便量は94.1 g/日，排便回数は0～3回/日であった。便量100 g以下のものは

便性状がカチカチ状で残便感をもつことが多く，便量100 g以上のものはバナナ状，半練り

状がほとんどで残便感をもつことは少なかった。コレログラムによる便量の日間変動は，便

量の多寡に拘らず，3～4日の周期を示した。栄養摂取状況は，いずれも所要量を充足して

いたが，Ca，食物繊維は充足率を下回っていた。国民栄養調査成績と比較すると，食品群

別摂取量は2人で6食品群（いも類，肉類，果実類，緑黄色野菜，淡色野菜，藻類）の摂取

量が多く，1人で5食品群（豆類，乳類，緑黄色野菜，きのこ類，藻類）の摂取量が少なか

った。また，平均歩数は8,797で同世代女性（7,270）より多かった。

考察　今回の研究対象は，1日平均便量100 g以上のものと100 g以下のものに分かれたが，便量

と食事摂取状況や運動量（歩数）との間には関連を認めなかった。このことから，排便に影

響する要因の優先順位は個体によって異なること，排便との関連要因を調べるには，個人間

で比較を行うより個人の状況の変化を検討する方が有効であることが示唆された。便量の日

間変動は，排便状況に拘らず一定の周期を示したが，その要因は不明確である。
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